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negative mismatchという 2 つを明らかにした。さらに、EDEM1タンパク質が小胞体
膜スクランブラーゼ候補となる可能性が示唆された。本研究は、小胞体膜のフリップ
フロップ制御機構解明に寄与するだけでなく、膜タンパク質によるフリップフロッ
プ促進の分子メカニズム解明においても、有益な情報となることが期待される。 
よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２９年２月１７日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結
果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当分の間当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとするこ
とを認める。 
 
 
 
 
